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（likes should be treated alike）という定式で表されるものであるとされるが、
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ていた（12）。アラバマ州では郡の数が 1903 年に一つ増加し 67 になったため、
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第 18 条 248 節　議会議員の選挙制度は人口に基づく。そして、議会議員の選挙制度が
人口に基づくということは、憲法修正が実施されない限り変更されることはない。
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則」（a principle of equal citizenship）というものが存在すると説く（27）。
　Karstは、「平等な市民的地位の原則」を説くにあたり、まず、平等と市民
的地位との関係について歴史的な観点から考察を行い、南北戦争前の黒人奴
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究 45 巻（1983 年）16-17 頁を参照した。また、憲法上の平等概念について論じたもの
として西條潤「平等概念の実体に関する一考察」近畿大学工学部紀要人文・社会科学
篇 40 巻 25 頁以下（2010 年）がある。
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